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特集　平成 29 年度 決算状況

《一般会計》

年度末の

財政状況

●歳入歳出差引額　13 億 1,849 万円（30.2％↑）　平成 30 年度へ繰り越しました。

●基金（貯金）の残高　116 億 1,028 万円（9.2％↓）【 98,645 円】　

●市債（借金）の残高　341 億 2,504 万円（1.3％↑）【289,937 円】

歳
さ い

入
に ゅ う

市に入ってきた  

お金の総額
511 億 4,877 万円

【434,576 円】

市　税
皆さんから

お預かりし

た税金

139 億 1,186 万円

（1.3％↑）【118,199 円】

譲与税・交付金
使い方が定められていない

国・県からの各種譲与税・

交付金など

27 億 7,905 万円

（6.0％↑）【23,612 円】

地方交付税
普通地方交付税

特別地方交付税

89 億 1,399 万円

（1.0％↑）【75,736 円】

市　債
建設事業など

のための

借金

36 億 8,543 万円

（48.5％↑）【31,313 円】

使用料・手数料
分担金・負担金

保育料・ごみ処理手数料など皆

さんに負担していただいた収入

14 億 898 万円

（1.5％↑）【11,971 円】

繰入金
基金（貯金）

の取り崩し

など

22 億 5,398 万円

（69.8％↑）【19,151 円】

その他
寄附金・財産売払収入・

繰越金・競輪事業収入

など

22 億 8,433 万円

（8.7％↓）【19,408 円】

（　）内は対前年度比、【　】内は、平成 30 年３月 31 日現在の別府市の住民基本台帳の人口（117,698 人）で割った金額です。

歳
さ い

出
し ゅ つ

市が使った　　　

お金の総額
498 億 3,028 万円

【423,374 円】

国・県支出金
使い方が定められている

国・県からの負担金・

補助金・委託金

159 億 1,115 万円

（4.8％↑）【135,186 円】

《一般会計》

別 府 市 の 主  な 事 業 と 決 算 状 況 問　財政課　☎２１－１２４３

BANK

諸支出金

普通財産の取得

6 億 8,808 万円

（皆増）【5,846 円】

衛生費
健康増進、

ごみ処理、

環境保全

など

44 億 4,476 万円

（59.1％↑）【37,764円】

商工費・観光費
商工・温泉・

観光振興

など

15 億 211 万円

（4.6％↓）【12,762 円】

消防費
消防や

防災対策

など

12 億 177 万円

（3.8％↓）【10,211 円】

労働費・農林水産業費
消費者・

勤労者対策、

農林水産業

振興など

3 億 2,956 万円

（15.9％↓）【2,800 円】

（6.4％↑）

（5.9％↑）

公債費
市債

（借金）

の返済

35 億 1,954 万円

（5.0％↑）【29,903 円】

議会費・総務費
市議会・市役所

の運営など

59 億 5,287 万円

（2.7％↑）【50,578 円】

民生費
社会保障、子育て

支援、高齢者・

障がい者

福祉など

252 億 3,925 万円

（0.6％↑）【214,441 円】

教育費
幼稚園・小・中・高等学

校教育、社会教育、

スポーツ

振興など

35 億 5,286 万円

（10.3％↑）【30,186 円】

土木費・災害復旧費
道路、街路、公園

整備、海岸整備、

災害復旧など

33 億 9,948 万円

（5.4％↓）【28,883 円】
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【その他の主な支出】

生活保護費 71 億 1,874 万円

自立支援給付費 36 億　317 万円

保育園（私立）運営費負担金 28 億 9,080 万円

介護保険事業特別会計繰出金 17 億　647 万円

後期高齢者医療療養給付費負担金 16 億　528 万円

児童手当 15 億 9,874 万円

児童扶養手当 6 億 9,181 万円

国民健康保険事業特別会計繰出金 6 億　323 万円

【主な事業】

別 府 市 の 主  な 事 業 と 決 算 状 況29

金額などは、表示している単位未満を四捨五入しています。

年度

平成

■小学校空調整備事業　１億 1,581 万円

児童の学習効率向上と健康対策のため、市内 14 小学校

に空調設備を整備しました。昨年の記録的な猛暑に対し

て、絶大な効果を発揮しました。

■おためし移住施設整備事業　1,059 万円

おためし移住施設「フロムー

ン別府ハウス」を楠町に整

備し、平成 29 年 12 月より

運用を開始。平成 29年度は

３組の利用がありました。

■中学校統合事業　

　１億 534 万円

浜脇中学校と山の手中学校

の統合校建設に向けて、基

本設計と実施設計を行いま

した。

■ありがとうをカタチに事業　1,400 万円

平成 28 年４月に発生

した熊本地震による風

評被害で打撃を受けた

別府観光が復興したこ

とへの感謝を「カタチ」

に表すため、「別府温泉

の恩返し」と銘打って、１年間かけて全国 47 都道府

県 148 か所へ別府温泉をお届けしました。

■竹細工伝統産業会館リニューアル事業　6,424 万円

伝統工芸品とインバウンド

の連結拠点として、竹細工

伝統産業会館をリニューア

ルしました（国の地方創生

拠点整備交付金を活用）。

改修工事に合わせてショッ

プとカフェスペースの新設も行い、平成 30 年３月 25 日

に式典とミニフォーラムを開催しました。

■実相寺多目的グラウンド整備事業　１億 9,070 万円

実相寺多目的グラウンド

が平成 29 年７月 28 日に完

成しました。そして別府市

はラグビーワールドカップ

２０１９
TM

日本大会において

ニュージーランド、ウェール

ズ、オーストラリアといった世界的強豪国の公認チームキャ

ンプ地に決定しました。

火災・救急・救助などに迅速かつ的確に対応するため、

特殊水槽付消防ポンプ車などを更新しました。

■消防車両購入事業　8,806 万円

■汚泥再生処理センター建設事業　15 億 9,343 万円

旧し尿処理場春木苑の

更新工事を引き続き行

いました。平成 30 年度

末完成予定です。

■地方道路整備事業（交付金事業）　２億 3,993 万円

車両の走行性を向上さ

せるための道路整備、

段差解消など歩行者の

安全性を確保するため

の歩道整備を行いまし

た。

■亀陽泉周辺整備事業　4,473 万円

亀川地区都市再生整備

計画に基づき、亀陽泉

前の道路拡幅や消防第

八分団二部格納庫の移

転新築などを行いまし

た。
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特集　平成 29 年度 決算状況

平成 29年度

平成 29年度

財政健全化法に基づく指標

会計名 歳　　入 歳　　出 差引額

一　般　会　計 511 億 4,877 万円 498 億 3,028 万円 13 億 1,849 万円

特　別　会　計 463 億 1,102 万円 448 億 6,220 万円 14 億 4,882 万円

内訳

国民健康保険事業 174 億 9,724 万円 166 億 3,772 万円 8 億 5,952 万円

競輪事業 128 億 8,033 万円 126 億 6,332 万円 2 億 1,701 万円

公共用地先行取得事業 0 円 0 円 0 円

公共下水道事業 19 億 2,064 万円 19 億 1,536 万円 528 万円

地方卸売市場事業 3,626 万円 3,514 万円 112 万円

介護保険事業 123 億 6,594 万円 120 億　860 万円 3 億 5,734 万円

後期高齢者医療 16 億 1,061 万円 16 億　206 万円 855 万円

合　　　　計 974 億 5,979 万円 946 億 9,248 万円 27 億 6,731 万円

●金額などは、表示してい

　る単位未満を四捨五入し

　ています。

●別府市ホームページにも

　詳細を掲載しています。

　トップページから、

　「市政」 ⇒「財政」

問　財政課

　　☎２１－１２４３

平成 28 年度
比　　　 率

平成 29 年度
比　　　 率

早 期 健 全 化
基準（黄信号）

財 政 再 生
基準（赤信号）

用語の説明

実質赤字比率 赤字額なし 赤字額なし 12.07% 20.00%
標準財政規模（※１）に対する一般会計

等の赤字額の割合を表す比率

連結実質赤字比率 赤字額なし 赤字額なし 17.07% 30.00%
標準財政規模（※１）に対する全会計の

赤字額の割合を表す比率

実質公債費比率 2.2% 2.7% 25.00% 35.00%
標準財政規模（※１）に対する地方債償

還など財政負担額の割合を表す比率

将来負担比率
比率なし

（※２）

比率なし

（※２）
350.00%

標準財政規模（※１）に対する一般会計等が

将来的に負担すべき負債の割合を表す比率

平成 28 年度
比　　　 率

平成 29 年度
比　　　 率

早期健全化基準（黄信号） 用語の説明

資金不足比率

（全公営企業会計※３）

資金不足額

なし

資金不足額

なし
20.00%

公営企業の資金不足額が事業規模に

対しどの程度あるかを示す比率

健
全
化
判
断
比
率

一般会計 と 各特別会計の決算額

※３　公営企業会計は、水道事業会計、公共下水道事業特別会計、地方卸売市場事業特別会計です。

※１　�標準財政規模については、左ページの説明をご覧ください。

※２　�将来負担すべき負債が充当できる財源を下回り、数値が負となるため比率なし。



経
けいじょう

常 収
し ゅ う し

支 比
ひ り つ

率財
ざいせいりょく

政 力 指
し す う

数

0.5

1

0

別府市

0.57

類似団体

0.78

財政基盤の強さを見るための
指標で、数字が大きいほど財
政力が強いと言えます。この
数字が「１」を超える地方公
共団体には普通地方交付税は
交付されません。

実
じ っ し つ

質 公
こ う さ い ひ ひ り つ

債 費 比 率
支出全体の中で借金の返済に
使った金額を右記の「標準財
政規模」で割ったものです。
この数値が高いほど財政が硬
直化していることになります。
（３年平均）

5

0

別府市

2.2

類似団体

5.0

（％）

人口一人当たりで比較すると…

区分 ①別府市 ②類似団体 ①ー②

歳入 401,329 381,741 ＋ 19,588

歳出 392,872 371,290 ＋ 21,582

積立金現在高
（※Ⅰ）

98,167 79,451 ＋ 18,716

地方債現在高
（※Ⅱ）

281,410 320,729 － 39,319

※Ⅰ　特定の目的のためなどに積み立てたお金の
　　　現在高です。
※Ⅱ　地方債（借金）の現在高です。

（単位：円）

50

100

0

（％）

別府市

97.8

類似団体

93.6

使い方を制限されていない市
税や普通地方交付税など経常
的な収入に対する人件費・扶
助費・公債費（借金の返済）
など経常的な支出の割合です。
この数値が低いほど財政にゆ
とりがあります。

標
ひょうじゅん

準 財
ざ い せ い

政 規
き ぼ

模

地方公共団体が自由に使え
る標準的な一般財源の大き
さを示すものです。

0 （億円）100 200

類似団体

257 億 94 万円

別府市

246 億 9,625 万円

●��類似団体とは、人口規模や産業構造が同じような状況

にある自治体のことで、平成 28 年度の別府市の類似団

体は 49 団体あります。

●�類似団体の財政状況を比較した資料は毎年３月に総務

省が公表します。平成 29 年度の数値が公表前ですので

今回は平成 28 年度の決算数値で比較しています。

●�比較は地方財政統計上統一的に使われる「普通会計」と

いう会計区分で行っています。そのため、数値は市報 30

年２月号で報告した数値（一般会計ベース）と異なります。

充当先 金額

１　衛生費 2,405 千円

じんかい処理費 1,949 千円

し尿処理費 456 千円

２　観光費 293,141 千円

観光情報推進事業 18,052 千円

観光客誘致事業 177,737 千円

観光施設費 1,419 千円

温泉施設費 95,933 千円

３　消防費 28,805 千円

消防施設費 28,805 千円

合　　　　計 324,351 千円

充当先 金額

１　土木費 596,669 千円

街路事業 71,892 千円

都市公園整備事業 128,958 千円

公共下水道事業特別会計繰出金 242,467 千円

その他都市計画事業 138,086 千円

水道事業 15,266 千円

２　公債費 455,322 千円

長期債償還元金 418,274 千円

長期債償還利子 37,048 千円

合　　　　計 1,051,991 千円

充当先 金額

１　民生費 667,778 千円

自立支援給付事業 240,000 千円

共生社会形成事業 200 千円

介護保険事業特別会計繰出金 100,000 千円

後期高齢者医療事業 60,000 千円

保育所入所事業 267,578 千円

２　衛生費 260,000 千円

予防接種事業 150,000 千円

子ども医療助成事業 30,000 千円

健康診査事業 80,000 千円

合　　　　計 927,778 千円

入
湯
税
充
当
明
細

都
市
計
画
税
充
当
明
細

地
方
消
費
税
交
付
金

（
社
会
保
障
財
源
分
）充
当
明
細

充当先 金額

１　民生費 16,000 千円

在宅支援事業 16,000 千円

２　衛生費 187,000 千円

予防費 133,000 千円

母子保健費 54,000 千円

３　教育費 97,000 千円

文化振興費 47,000 千円

体育施設費 50,000 千円

合　　　　計 300,000 千円

競
輪
事
業
収
入
充
当
明
細

充当明細表

財政状況を

類似団体と比較

（��税などの使いみち）
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▲ 100mm 配水管布設替工事
（北浜１丁目）

■主な事業（建設改良事業など）

　施設拡張改良事業
　　１億 9,196 万円

　配水管整備事業
　　１億 9,774 万円

　朝見浄水場既存施設更新事業
　　2,597 万円

　鉛管対策給水管連絡替事業
　　4,856 万円

　別杵速見地域広域市町村圏事務組合は、別府市、杵築市、日出町の２市１町が葬斎場や

清掃センターなどの事業を共同で行う組織です。事業費は各市町の負担金や施設使用料な

どで賄われています。当事務組合の平成 29 年度の決算についてお知らせします。

問　広域圏事務局　☎２１－１１２６

区分 歳入 歳出 差引金額

一般会計 10 億 7,636 万円 10 億 7,636 万円 0 円

特別

会計

秋草葬斎場事業 1 億 1,388 万円 1 億　242 万円 1,146 万円

藤ケ谷清掃センター事業 11 億 9,849 万円 11 億 9,849 万円 0 円

介護認定審査会事業 2,585 万円 2,585 万円 0 円

　水道局では、業務のスリム化などを常に視野に入れ事業に取り組んでいます。今後も、「安心安全な水を、いつま

でもお客さまのもとへ」を基本理念に、万全な水供給体制を構築します。　　問　水道局管理課　☎２３－３１０８

  ※金額は表示している単位未満を四捨五入しています。

平成29年度

・収益的収入は、水道料金を中心に 1,022 万円の増と

　なりました。

・収益的支出は、増収が見込めない状況を踏まえ経費

　節減に努めた結果、2,090 万円の減となりました。

■収益的収支（税抜き）　
　（経営活動に伴い発生する収入と支出）

収益的収入
（水道料金など）

23 億 3,110 万円

収益的支出
（人件費、委託料など）

22 億 2,151 万円
利
益

・資本的収入…企業債や工事負担金などを計上。　　　

　　　　　　（前年度比　ー 940 万円）

・資本的支出…下記の主な事業のような建設改良事業を実施。

　　　　　　（前年度比　－ 4,643 万円）

■資本的収支（税込み）　
　（収益的収入・支出に属さないもので、水道施設整備などに伴い発生する収入と支出）

資本的収支不足額

資本的支出
（建設改良費、企業債償還金）

８億 6,704 万円

資本的収入
１億 1,561 万円

増収が見込めない状況を踏まえ、経費節減により、今後も財

源の確保に努めます。

残高　13 億 505 万円（前年度比　＋ 9,784 万円）

　（前年度比　＋ 3,112 万円 ）

1 億 959 万円 
「過去の設備投資借

入金の返済」に充て

ました。

純利益

■補てん財源残高（資本的収支不足額を補てんする財源）

　（前年度比　－ 3,703 万円 ）

7 億 5,143 万円 
企業内部に留保された
資金（減価償却費など
収益的支出の現金支出
を伴わない資金）など
で補てんしました。

資本的収支不足額

特集　平成 29 年度 決算状況

別 府 市 水 道 局 の 決 算

別 杵 速 見 地 域 広 域 市 町 村 圏 事 務 組 合 の 決 算


